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各研究紀要発行年月一覧

立命館

第１巻第１号

第２号

第３号

第４号

第５号

學
第７号

叢
第８号

年９月 第９号

年 月 第 号

年 月 第４巻第１号

年 月 第２号

年１月 第３号

年３月 第４号

年４月 第５号

年５月 第６号

年６月 第３巻第１号

年９月 第２号

年 月 第３号

年 月 第４号

年 月

年 月

年 月

年１月

年２月

年３月

年４月

第６号

第７号

第８号

第９号

第 号

＋ 第２巻第１号

第２号

第３号

年２月 第４号

年３月 第５号

年４月 第６号

年５月 第７号

年６月 第８号

年９月 第９号

年 月 第 号

年 月 第５巻第１号

年 月 第５号

年１月 第６号

年２月 第４巻第１号

年３月 第２号

年４月 第３号

年５月 第４号

年６月 第５号

年９月 第６号

年５月

年６月

年７月

年８月

年９月

年 月 ＋

年 月

年 月

第４号

第５号

第６号

第７号

第８号

第９号

第 号

第 号

（第３巻第１

年 月 第２号

年１月 第３号

年２月 第４号

年３月
法と經

年４月

年５月 第１巻第１号

年６月 第２号

年９月 第３号

号） 第４号

濟

年 月 第５巻第１号

年 月 第２号

年 月 第３号

第４号

第５号

年１月 第６号

年２月 第６巻第１号

年３月 第２号

年４月 第３号

年１月

年２月

年３月

年４月

年５月

年６月

年７月

年８月

年９月

第３巻第２号

第３号

第４号

第５号

第６号

年 月 第５号

年 月 第６号

年 月 第２巻第１号

年１月 第２号

年２月 第３号

年５月 第４号

年６月 第５号

年７月 第６号

年８月 第７巻第１号

年９月 第２号

年 月

年 月

年 月

年１月

年２月

＋
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年 月 第 号
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年６月 第３号

年７月 第４号

年８月 第５号

年９月 第６号

年 月 第 巻第１号

年 月 第２号

年 月 第３号

年１月 第４号

年３月 第 号（ ）

年４月 第 号（ ）

年５月 第 号

年６月 第 号

年７月 第 号

年８月 第 号

年９月 第 号

年 月 第 号

年 月

年 月

年４月

年５月

年７月

年８月

年 月

年 月
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第３号

第４号
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年２月 第５号

年３月 第６号
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年５月 第２号

年６月 第３号

年７月 第４号

年８月 第５号

年９月 第６号

年 月 第 ・ 号

年 月 第 ・ 号

年１月 第 号

年２月 第 号

年３月 第 号

年４月 第 号

年５月 第 号

年６月 第 号

年７月

年９月

年 月

年７月

年８月

年 月 ＋

年４月

年 月

第４号

第５号

第６号

第 巻第１号

第２号

第３号

第４号

第５号

第６号

年 月 第 巻第１号

年 月
立命館大學論

年 月

年１月 第３輯第１号

年２月 第７輯第２号

年３月 第 輯第３号

年４月 第 輯第４号

年５月 第 輯第５号

年６月 第 輯第９号

叢（

年７月 第 号

第 ・ 号
法政篇）

立命館法
年４月

年６月 第１号

年２月 第２号

年 月 第３号

年７月 第４・５号

年 月 第６号

學

年 月

年 月

年３月

年 月

年６月

年 月

年２月
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法と経

年８月
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年６月
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第 号
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年８月 第 号

年 月 第 号

年 月 第 号

年６月 第 ・ 号

年 月 第 号
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年９月

年 月

年 月

第 号

第 号

第 号

第 号

第 号

第 号

第 号

第 号

年３月 第 号

年７月 第 ・ 号

年 月 第 号

年３月 第 号

年５月 第 号

年７月 第 号

年９月 第 ・ 号

年 月 第 号

年２月 第 号

年３月 第 号

年８月 第 号

年 月 第 号

年 月 第 号

年１月 第 号

年３月 第 号

年６月 第 ・ 号

年 月

年１月

年３月

年５月

年 月

年 月

年２月

年３月

第 号

第 号

第 号

第 号

第 号

＋ 第 号

第 ・ 号

第 号

年１月 第 号

年３月 第 号

年６月 第 号

年９月 第 ・ 号

年 月 第 号

年３月 第 号

年９月 第 号

年 月 第 号

年８月 第 号

年 月 第 号

年 月 第 号

年３月 第 号

年６月 第 ・ 号

年 月 第 号

年１月 第 ・ 号

年２月 第 号

年７月

年９月

年１月

年３月

年３月

年 月 ＋

年 月

年１月

第 号

第 号

第 号

第 号

第 号

第 号

第 号

第 ・ 号

第 号

年３月 第 ・ 号

年６月 第 号

年９月 第 号

年 月 第 号

年３月 第 号

年６月 第 ・ 号

年９月 第 号

年 月 第 ・ 号

年２月 第 号

年３月 第 ・ 号

年６月 第 号

年８月 第 号

年１月 第 号

年３月 第 － 号

年３月 第 ・ 号

年５月 第 － 号

年６月 第 ・ 号

年８月 第 号

年３月

年６月

年 月

年１月

年３月

年 月

年２月

年９月

年 月

第 号

第 号

第 号

第 号

第 号

年４月 第 ・ 号

年６月 第 号

年２月 第 号

年３月 第 号

年３月 第 号

年 月 第 号

年２月 第 ・ 号

年６月 第 号

年７月 第 号

年８月 第 － 号

年１月

年２月

年７月

年 月

年２月

＋
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年３月 第 号
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年１月 第 号

年９月

年 月

年 月

第 号

第 ・ 号

第 号

第 号

第 号

第 号

第 号

第 号

年１月 第 号

年３月 第 号

年７月 第 ・ 号

年９月 第 号

年 月 第 号

年１月 第 号

年３月 第 号

年３月 第 号

年２月 第 号

年２月 第 号

年３月 第 号

年９月 第 号

年 月 第 ・ 号

年 月 第 ・ 号

年３月 第 号

年７月 第 号

年１月

年３月

年６月

年９月

年１月

年３月

年７月

年９月
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第 － 号

第 号

第 号

第 号

＋ 第 号

第 ・ 号

第 号

年９月 第 号

年２月 第 号

年５月 第 号

年７月 第 号

年１月 第 号

年２月 第 号

年３月 第 号

年６月 第 号

年９月 第 号

年 月 第 号

年 月 第 ・ 号

年１月 第 号

年３月 第 号

年６月 第 号

年８月 第 号

年 月 第 号

年 月

年 月

年３月

年６月

年９月

年 月 ＋

年 月

年１月

第 号

第 号

第 号

第 ・ 号

第 号

第 号

第 号

第 号

第 号

年６月 第 号

年１月 第 ・ 号

年２月 第 号

年３月 第 号

年７月 第 ・ 号

年 月 第 号

年 月 第 号

年１月 第 号

年２月 第 号

年 月 第 号

年３月 第 号

年６月 第 号

年９月 第 号

年 月 第 号

年１月 第 ・ 号

年３月 第 号

年６月 第 号

年９月 第 号

年３月

年６月

年９月

年 月

年 月

年３月

年６月

年８月

年 月

第 号

第 号

第 号

第 号

第 号

年３月 第 号

年６月 第 号

年 月 第 号

年 月 第 号

年２月 第 号

年 月 第 号

年 月 第 号

年１月 第 号

年３月 第 号

年６月 第 号

年 月

年３月

年３月

年６月

年９月

＋



第 号

第 号

第 号

＋

年 月 第 号

年 月 第 号

年２月 第 号

年３月 No. 5

年６月 No. 6

年９月 No. 7

年３月

年３月

年３月

第 号

第 号

第 号

第 号

第 号

第 号

第 号

第 号

年３月 第 ・ 号

年６月 第 号

年９月 第 号

年 月

年 月

年２月
（

年３月

年６月 No. 1

年２月 No. 8

年２月 No. 9

年３月 No. 10

No. 11

No. 12

No. 13
）

No. 14

年３月 No. 15

年３月

年３月

年３月

年５月

年３月

年３月

年３月

年３月

第 号

第 号

第 号

第 号

＋
注

１．『立命館學

る。本学が

叢』

多数

れた。総合学術

年９月 No. 2

年 月 No. 3

年 月 No. 4

年２月

は，法学・政治学・経済学・文

の学科を有し，「総合大学の実質

雑誌としては本学最初のもので

学・

を具

ある

年３月 No. 16

年３月 No. 17

年３月 No. 18

歴史学の論文を収録する総合学術

ふるに至った」のを機に， 年

。本学学術情報センター（図書館

雑誌

に刊

）所

年３月

年３月

年３月

＋

であ

行さ

蔵本

によれば，

のが発行さ

きものであ

２．『立命館學

が充実した

誌はその後

の学園内の

篇」「経済篇

３．『立命館

られること

巻

れた

った

叢』

のを

事情

」「

大學

にな

号の表紙に「 巻 号」と訂正が

形跡がないところからすると，

と思われる。

は， 年秋の京大事件で京大

機に， 年『法と經濟』『立命

年，『立命館大學論叢』に統合さ

や社会的の情勢を反映して」この

国語・漢文篇」「歴史・地理篇」

論叢』は， 年，「戦前の姿に

った」。戦前の『法と經濟』は，

施さ

巻

を去

館文

れた

統合

の四

かえ

通し

れている。表紙に「 巻 号」と明

号は本来は「 巻 号」として発行

った多数の教授陣を受入れ，本学

學』の二つの雑誌に分化された。

。のちの末川博学長の言葉によれ

がなされた。『立命館大學論叢』

篇からなる。

って『法と経済』と『立命館文學

番号数 号（ 巻 号）で終わっ

記し

され

の教

この

ば

は

』に

てい

たも

るべ

授陣

二雑

「当時

「法政

分け

た。

戦後の再刊

タートした

４．戦後，本

機に，

館法學』は

かで，

になった。

され

。そ

学が

年，

現在

年，

法学

た『法と経済』はこれを受けて

のため 号（ ）， 号（ ）を

新制大学に転換し，法，経，文

従来の『法と経済』は『立命館法

まで継続している法学部の和文

『 （Ritsumeikan Law Review In

部の欧文の紀要である。

号

刊行

，理

學』

紀要

terna

から始まるべきところ，誤って

して通し番号数を調整している。

工の四学部を持つ大学に拡充発展

と『立命館経済學』に分化され

である。その後，国際化の流れが

）』が新たに刊行さtional Edition

号か

した

た。

強ま

れる

らス

のを

『立命

るな

こと

＋


